
教職員自主的研究推進事業 実績報告書 

研究グループ名【ＨＥＩＷＡの鐘】 
 

代 表 者

の所属・ 

職・氏名 

  丹波市立 和田小学校 
連
絡
先 

住所 兵庫県丹波市山南町和田１ 

ＴＥＬ 0795-76-0002 

教諭・北村 皆子 
ＦＡＸ 0795-76-1666 

e-mail ｱﾄﾞﾚｽ kitamura.minako@city.tamba.hyogo.jp 

活動実績 

研究テーマ 

「自ら学び、自ら考え、つながり続ける平和教育」 

～これまでの平和教育をふり返り、新たな実践を積み重ねよう～ 

研究の概要 

５月２３日（月） 

場所：丹波市立柏原中学校 

昨年度の活動の反省と今後の課題の検討。教職員が学ぶべき現代的課題について確認し、現地研修の

内容を検討することができた。 

 

６月１日（水） 

場所：丹波市春日町大崎公民館 

地域教材や現代的課題についての研究と現地研修について。春日地域にお住いのシベリア抑留経験者

をお迎えして、当時の様子や想いについて聞くことができた。終了後、現地研修の詳細について確認

した。 

 

７月６日（水） 

場所：丹波市立山南中学校 

小中学校での平和学習についての意見交換及び学習会兼平和学習の実践交流。昨年度、平和教育推進

委員会で作成された実践資料集を持ち寄り、各校の取り組みについて交流し、意見を交換することが

できた。 

 

７月２３～２４日（土・日） 

戦争遺跡での現地研修及び学習会。広島にて大久野島毒ガス資料館や平和祈念資料館を見学し、平和

祈念公園内でのフィールドワークにも参加して証言を直接聞くことができた。 

 

８月１１日（木） 

戦争遺跡での現地研修及び学習会。篠山市ピースマップをもとにしたフィールドワークを行い、講師

を招聘して詳しいお話を聞きながら、遺跡を巡ることができた。 

 

 

 



９月７日（水） 

場所：丹波市立青垣中学校 

夏の現地研修及びメンバー個人の研修の交流・講演会と教材化に向けた学習会。夏の現地研修につい

ての報告だけでなく、メンバーが個々に訪れた戦跡や平和教育に関する学習会についての報告が聞け

た。 

 

１０月５日（水） 

場所：丹波市立春日中学校 

平和学習の実践交流と意見交換。今年度の実践を再度、報告し合うとともに成果と課題を確認するこ

とができた。 

 

１２月２１日（水） 

場所：氷上教育会館 

来年度の平和カレンダーについての検討（内容と構成）。来年度に配付する平和カレンダーの記事内

容を決定し、作成に関する詳細を決めた。 

 

２月１日（水） 

場所：丹波市立氷上中学校 

平和カレンダーの作成作業・今年度の活動の総括。記事内容の確認と校正を行い、配付に向けた準備

を進めた。今年度の活動について振り返り、来年度の活動方針を決めることができた。 

 

２月２４日（金） 

場所：氷上教育会館 

平成２９年度カレンダーの配付作業。部数確認と各学校への配分をし、配付できるように準備した。 

 

 


